令和8年度「二戸地域におけるシャドーワーク実態調査」
― 制度の狭間を支える“見えにくい支援”の実態把握 ―

本調査は、二戸地域において福祉関係者等が日常的に担っている「制度外業務（シャドーワーク）」の実態を把握し、地域課題の整理と今後の支援体制整備につなげることを目的として実施します。高齢化、人口減少、身寄り問題、移動困難、緊急対応など、既存の制度だけでは支えきれない地域課題が増える中、現場で行われている“見えにくい支援”を可視化するための調査です。







※回答内容は統計的に処理し、個人・所属が特定されることはありません。
※回答時間：約10～15分


≪セクション1　回答者情報≫
【質問1】所属市町村をお選びください（回答必須）
□二戸市　□軽米町　□九戸村　□一戸町　□その他

【質問2】所属機関をお選びください（回答必須）
□地域包括支援センター　□居宅介護支援事業所　□相談支援事業所　□成年後見人等
□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）

【質問3】現在所属の職種をお選びください（回答必須）
□社会福祉士　□介護支援専門員（主任介護支援専門員含む）□精神保健福祉士　
□保健師　□看護師　□相談支援専門員　□成年後見人等　□その他（　　　　　　　）

【質問4】【質問２】の職種の経験年数をお選びください（回答必須）
□1年未満　□1～3年　□4～10年　□11～20年　□　21年以上

≪セクション2　支援実態≫
【質問5】通常業務以外の対応（シャドーワーク）を行うことがありますか（回答必須）
□頻繁にある　□時々ある　□あまりない　
□ない（→質問12に進んでください）

【質問6】二戸地域で実際に対応している内容をお選びください（複数選択可）
生活支援
□買い物支援　□ゴミ出し　□除雪対応　□灯油・暖房確認　□食料確保支援
□安否確認　□通院同行　□入退院支援　□緊急訪問
移動・交通
□制度外送迎　□公共交通不足への対応　□通院交通調整　□冬季移動支援
家族・身寄り問題
□親族調整　□連絡不能家族対応　□身寄りのない方支援　□死後対応
□葬儀・納骨相談　□遺品整理調整
権利擁護
□金銭管理補助　□書類作成補助　□行政手続同行　□成年後見相談
□相続相談　□消費者被害対応
住まい支援
□アパート探し　□保証人調整　□住環境整備　□近隣トラブル対応　
□空き家関係相談
心理・社会的支援
□孤独・孤立対応　□傾聴　□クレーム対応　□虐待対応補助　□ひきこもり支援
□家族関係調整
その他
□夜間休日対応　□多機関連携調整　□制度説明　□他機関の業務補完　□その他

【質問7】シャドーワークに費やしている時間をお選びください（1週間あたり）
□1時間未満　□1～3時間　□4～7時間　□8～15時間　□16時間以上

【質問8】特に負担感の大きい支援内容をご記入ください（自由記載）
　






≪セクション3　二戸地域の課題≫
【質問9】二戸地域で増えていると感じる課題をお選びください（複数選択可）
□身寄りのない方の増加　□独居高齢者の増加　□認知症対応　□移動手段不足
□医療アクセス　□買い物困難　□空き家問題　□経済困窮　□精神疾患対応
□8050問題　□ひきこもり　□虐待　□多問題世帯　□担い手不足　
□地域のつながり希薄化　□その他

【質問10】シャドーワークによる負担感についてお選びください
□非常に大きい　□やや大きい　□あまりない　□ない

【質問11】負担として感じる内容をお選びください（複数選択可）
□時間外対応　□精神的負担　□責任の重さ　□専門外対応　□緊急対応　□人手不足
□制度の狭間対応　□家族対応　□冬季対応　□移動負担　□その他

≪セクション4　今後必要な地域支援≫
【質問12】二戸地域に不足又は、今後必要だと思う取り組みを教えてください（自由記載）



















ご協力ありがとうございました。
本調査は、二戸地域における制度外支援の実態把握と、今後の地域福祉・権利擁護体制整備の基礎資料として活用させていただきます。
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